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生きた植物を餌とする昆虫は，種数にして全生物の約１／４を占めるとされて
います。このような昆虫類の大部分は，それぞれの種が必ず決まった範囲の
植物（例えば特定の科・属・種など）を利用するという，高度な“寄主（植物）特
異性”を備えています。異なる寄主植物への特殊化は，昆虫類の生息場所や
繁殖時期などの分岐的変化を通じて生殖隔離の発達を促すため，昆虫類の
多様化を促進してきた大きな要因の一つであると考えられています。私たちの
研究室では，主にテントウムシやハムシなどの甲虫類を対象として，寄主植物
特異性がどのような要因によって決まっているのか，また，異なる寄主植物へ
の特殊化が近縁な昆虫種群の分化にどのような役割を及ぼしているのかを，
野外調査と室内実験を通じて明らかにしようとしています。

研究紹介 相談・要望に応じられる分野

研究における視点

実験の全ては，野外（自然の中）で生じて
いる現象を理解する目的で立案されます。つ
まり，自然条件下での実態の把握がもっとも
基本的で重要な視点です。地道な野外調査が，
やがては新知見をもたらす研究へと発展する
ものと考えています。

一方で，自然の中で生じている現象の実態が，
野外調査だけでは認識できないような場合も存在
します。例えば，北海道に分布するエゾアザミテン
トウはどの地域でも同種と考えられるアザミを食草
としていますが，実験条件下で各地域集団の幼虫
に別の地域のアザミを与えた場合には羽化率が
著しく低下することがわかりました。このような同種
寄主植物への局所適応は，植食性昆虫の異所的
な種分化を隠蔽的に促進している可能性がありま
す。このように，実験もまた欠くことのできないアプ
ローチです。

植食性昆虫類の寄主特異性の査定をはじめとする生態の解明
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